
松本城クイズ問題 ４１      ２００９・１・１９      松本城管理事務所         

１１－１ 世界遺産登録を目指して・松本城の歴史的価値 

今回は世界遺産登録を目指している松本城の歴史的価値と「世界遺産」登録を巡る状況に

ついておたずねします。 

１．次の「世界遺産の定義」の記述で一カ所だけ誤りがあります。それはどの部分でしょ

う。番号で答えて下さい。 

「世界遺産とは①１９７２年の②ユネスコ総会で採択された「世界の文化遺産及び自然

遺産の保護に関する条約」（世界遺産条約）に基づき世界遺産リストに登録された③遺

跡や景観そして自然など、人類が共有すべき「顕著な普遍的価値」を持つ④不動産動

産及び動産を指す。」 

①１９７２年  ②ユネスコ総会  ③遺跡や景観そして自然など ④不動産及び動産 

 

２ 日本が世界遺産条約を批准したのは（       ）年で、先進国の中では最後で、

１２５番目の加盟国となりました。現在、条約締結国は１８５カ国です。(     )にあ

てはまる番号を入れなさい。 

 ①１９８２年    ②１９９２年    ②２００２年    ④２０１２年 

 

３ 世界遺産はその内容によって３つに分類されます｡Ｃは何遺産というでしょうか。 

 A 文化遺産――顕著な普遍的価値をもつ建築物や遺跡など 

B 自然遺産――顕著な普遍的価値をもつ地形や生物、景観などをもつ地域 

C （      ）――文化と自然の両方について顕著な普遍的価値を兼ね備えるもの 

  ①総合遺産    ②連合遺産    ③複合遺産      ④連結遺産 

４ 世界遺産登録までの手順を示すと次の通りです。 

  （１）登録を求める地域の担当政府機関が候補地推薦･暫定リストの提出 

  （２）ユネスコ世界遺産センターが評価を依頼 

  （３）文化遺産候補は国際記念物遺跡会議（イコモス）が現地調査し報告 

     自然遺産候補は国自然保護連合が現地調査し報告 

  （４）ユネスコ世界遺産センターが登録推薦を判定 

  （５）世界遺産委員会で最終審査   （６）認められれば正式登録 

  松本城は（１）の暫定リスト提出の前の段階、日本国内における暫定リストへの掲載

を目指して運動をしているわけです。さて、２００８年７月（５）のユネスコの世界

遺産委員会は日本の推薦した遺産を「登録延期」とし、世界遺産登録を認めませんで

した。この日本の遺産はどれでしょう。 

   ① 富士山  ②富岡製糸工場と関連する産業遺産 ③平泉の文化財と遺跡群 

   ④ 古都鎌倉の寺社とその他の構造物 



５ 日本の世界遺産はいくつあるでしょう。（２００８年末現在） 

① ８      ② １０       ③１２       ④１４ 

 

６ 松本城がもつ歴史的価値として考えられる項目が４つあります。正しいものに○を 

４つけなさい。 

 

①国宝四城の中で唯一の平城である。 

 

②天守五棟は関ヶ原以後に日本の近

世 

   城郭建設の最盛期に造られた完全  

性の高い遺構である。 

 

  ③石川氏によって創建された大天守

は    

  現存１２城の内、天正･文禄期に属 

する五重六階の天守としては最古 

である。 

 ④松本城天守は戦国時代の櫓と太平 

の世になって増築された櫓が連 

結複合した貴重な遺構である。 

 ⑤大名庭園が顕著に残され、大名文 

  化の一端をうかがうことができ 

る遺構である。 

 ⑥城郭と城下町がよく残され武家 

屋敷や藩庁の諸施設、近世の商 

家が保存されている。 

 ⑦複合扇状地の軟弱な地盤の上に 

工夫を凝らして築造されており 

「技術的史」上から見ても貴重な 

遺構である。 

⑧国宝４城の中で豊臣方の城になったり、政権交代により徳川方の城となったりした城

は松本城だけである。 

７．２００８年末時点で世界遺産の総数は（    ）件である。従って、今後の登録は

厳しい状況が予想されている。（    ）に当てはまる番号を入れなさい。 

  ①６７８      ②７７８     ③８７８     ④９７８   


